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小型磁気 ド ラ ム の イ ン タ ー フ ェ ー ス に つ い て
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The Interface Circuits of a Small Magnetic Drum 

Toshikazu ASO ・ Takeshi NAKADA 

Takao KURIYAMA . Hiroshi INOUE 

Thi s is a report on the experi mental interface c i rcu i t s  made for increas ing the memory capac i ty  
of  the  min i -computer.  By us ing the  c i rcui t s  we could decrease the  operat i ng t ime of  the  computer  
for compl e t ing one program. 

1 . は じ め に

ミ ニ コ ン ビ ュ ー タ ー の 記憶容量 を 増大す る た め に 、
先 に カ セ ッ ト M T を 試作 し 、 現在動作中 であ る 。 コ
ン パ イ ラ ー の オ ブ ジ ェ ク ト プ ロ グ ラ ム の 出 力 用 と し
て 利用 し て お り 、 今 ま で テ ー フ。鎖孔に よ っ て 出 力 し
て い た も の が 、 そ の 必要が な く な り 、 計算 の ス ピー
ド ア ッ プ 、 お よ ひ横紙 テ ー プ の 節 約 に 役立 つ て い る 。
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こ の M T に ラ ン ダム ア ク セ ス の磁気 ド ラ ム を 追加 し
て 更 に 記憶容量 を 4 K 語増加す る 計画 を た て 、 そ の
イ ン タ ー フ ェ ー ズ装 置 の 試作 を 試み た 結果 に つ い て
報告す る 。

2 . 概 要

試作 し た 磁気 ド ラ ム の イ ン タ ー フ ェ ー ズの ブ ロ ッ
ク 図 を 図 - 1 に 示す 。 図 の左側 は C P U の ラ イ ン 名

図- 1 プロ ッ ク 図
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を 示 し 、 A D B ( ア ド レ ス パ ス ) 、 O T B ( 出 力 パ
ス ) 、 1 N B ( 入力 パ ス ) 、 そ の他 D R ( デバ イ ス
レ デ ィ ) 、 R R ( リ セ ッ ト レ デ ィ ) ラ イ ン な ど であ
る 。 ( ) の 内 は ラ イ ン のNo を 示 す 。 ド ラ ムの機器Noは
( 74 ) 8 と す る 。 磁気 ド ラ ム を 動 か す命令 と し て

O T A O ( 1 7 0 1 7 4 ) 8 
O T A 1 ( 1 7 0 0 7 4 ) 8 
I N A ( 1 3 1 0 7 4 ) 8  

を 作 り 、 フ ァ ン ク シ ョ ン 、 ア ド レ ス デ コ ー ダー に よ
っ て 区 別 す る 。 O T A O は 書 き 込み た い ア ド レ ス を
ア ド レ ス バ ッ フ ァ ーへ転送す る 命令 、 O T A 1 は 書
き 込み た い デー タ を OUT シ フ ト レ ジ ス タ ーへ転送す
る . 命令 、 I N A は 1 N シ フ ト レ ジ ス タ ー に 読 み 取
ら れ た デー タ を A c c に 転送す る 命令 であ る 。 よ っ
て ド ラ ム の N 番地へ A な る デー タ を 書 き 込む と き に
は

L D A  N 
O T A O  0 1 7 4 
J M P * - 1  
L D A  A 
O T A 1 0 0 7 4  
J M P * - 1  

ま た ド ラ ム N 番地の 内容 を A c c へ転送す る た め に
は

L D A N 
O T A Q 0 1 7 4 
J M P * - 1  
I N A 1 0 7 4  
J M P * - 1  

と す る 。 J M P 命令 は ready 信号が出 る ま で 待 ち 合
せす る こ と を 意味 し 、 ま た 1 語16 ビ ッ ト で あ る が 、
読み取 り 書 き 込み に 便利 な よ う に ス タ ー ト ピ ッ ト と
し て 1 ビ ッ ト 力日 え て 17 ビ ッ ト と し て あ る 。

3 . フ ァ ン ク シ ョ ン デ コ ー ダー

A D B の ( 1 1 - 16 ) よ り ( 74 ) 8 を 作 る 。 同様に
A D B の ( 7 - 10 ) を S N 7442 ( B  C D → D  E C )  
に 接続 し て 、 そ の結果 と 前者 と A N D を 取 り 、 O T
A O 、 O T A 1 、 I N A を 作 り だ す 。 現在 3 命令 し
か 用 い て な い が10命令 ま でデ コ ー ド 出 来 る 。

4 . ア ド レ ス バ ッ フ ァ と 一致回路
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ア ドレス パ y フ ァ と一致回路

C P U か ら 送 ら れ て く る 12 ビ 、y ト の ア ド レ スNo. を
収容す る も の で、 そ の 内 ( 10- 16 ) の 7 ビ ッ ト ( 2 Îこ
128 ) は セ ク タ ー ア ド レ ス であ り 、 残 り の ( 5 - 9 ) 
の 5 ビ ッ ト は ト ラ ッ ク No. と し て ( 2 5ニ 32 ケ ) ト ラ ッ
ク 選択 回路へ分け ら れ て 送 り 出 さ れ る 。 こ の 回 路 と
し て は D ラ ッ チ 1 C S N7475 X 3 を 用 い て い る 。 一
致 回 路 は セ ク タ ー ア ド レ ス バ ッ フ ァ の 内容 と カ ウ ン
タ ー の 内容が一致す る こ と に よ っ て セ ク タ ー の選択
を 行 う 。 7 ビ ッ ト の 一致であ る の で、 一致 回 路 の 出
力 OUT は
OUTニ ( Aj B j 十五lB l ) ( Az B  2+ Ä2.13 2 ) ・ ・ ( A 7B 7 十 互 7B 7) 

= ( A j B 1 ヂ玉 川 j ) (A zB z + 互2B 2 ) … ( A 7B 7 + A 7B 7)
と す る 。

5 . シ フ ト レ ジ ス タ ー

出 力 用 シ フ ト レ ジ ス タ ー は C P U か ら の デー タ 出
力 16 ビ ッ ト 単位 で、並列 に お こ な わ れ る 。 こ れ を ゲー
ト し 、 並列 に シ フ ト レ ジ ス タ ーへ入れ て 、 ク ロ ッ ク

パル ス を 用 い 、 直列 に 出 力 し 、 書 き 込 み 回 路 に 送 り
出 し 、 17 ビ ッ ト 出 力 し 終 っ て 初期状態 に も ど る 。 S
N 74165 N X 2 で構成すて る 。

入 力 用 シ フ ト レ ジ ス タ ー は 読 み 取 り 回路か ら の 直
列 信号 を 17 ビ ッ ト 入力 し 、 16 ビ ッ ト ご と に C P U に
送 り 出 し て い る 。 こ の た め S N74164 X 2 を 用 い て い
る 。
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セ ク タ ー ア ド レ ス カ ウ ン タ ー

ヘ ッ ド Tj か ら の信号 を 17進 カ ウ ン タ ー に 入れ 、 の
ち 1 28進 ( 2 7 ) を 通 し 、 そ の 出 力 を J K F F に 接続
し 、 こ の R 端子 に れ か ら の信号で リ セ ッ ト す る よ う
に し て お く 。

j告剛 ・ 栗 山 隆 男 ・ 井上
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図 4

ク ロ ッ ク 信号増幅 回路図 3
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書 き 込み回路 と Y ス イ ッ チ
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図 5

磁気 ド ラ ム セ ク タ ー の選択に は 2 本の ト ラ ッ ク を
用 意 し 一方 の ト ラ ッ クTz は 1 回 転 に l ビ ッ ト の ス タ
ー ト パル ス が記憶 さ れ て お り 、 他 の ト ラ ッ クT1 に は
各 セ ク タ ー 毎 に 17 ビ ッ ト のパルス が記憶 さ れ て い る 。
前者 の ス タ ー ト パル ス を 基準 と し 、 後者の パ ル ス を
カ ウ ン ト し 、 ア ド レ ス レ ジ ス タ ー の 内 容 と 一致 し た
と き に 所望 の セ ク タ ー か ヘ ッ ト の真下 に あ る こ と を
知 り う る 。 そ の ク ロ ッ ク 信号の 増 巾 回 路 を 図 3 に
示す 。 a は 709 を 用 い る T， に 対す る 増 巾 回 路 、 b は 同
様Tz に 対す る も の で709 を 用 い た の ち 、 74121 N モ ノ
ス テ ー フソレマ ル チ で 、 Tj よ り 来 る パル ス と Tz と の 時
間 的 に 位相 を 一致せ し め る よ う に し 、 ま た 最初 1 6 ビ
ッ ト に 合せ て 作 っ た も の を 17 ビ ッ ト に 改造 し た た め
に 1 ビ ッ ト の マ ス ク 回 路 を 741 21 N の あ と に 接続 し
で あ る 。

ク ロ ッ ク 信号増 巾 回路6 . 

S H I F T 
読み 出 し 回路
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8 .  ト ラ ッ ク セ レ ク タ ー と 書 き 込み、 読み取 り 閏

路。

書 き 込み 増 巾 器 と 読 み 取 り 増 巾 器 と を そ れ ぞれ 1
ケづっ 用 意 し 、 32 ケ の ド ラ ム ヘ ッ ド を 電子 的 に 切 替
え 情報 の読 み 書 き を 行 う 方 式 を 用 い る 。 32 を 4 X 8
に 分 け て 8 を X ー ス イ ッ チ 、 4 を Y ス イ ッ チ と す
る 。 X ー ス イ ッ チ は 図 - 4 に 示す よ う に 、 ア ド レ ス
バ ッ フ ァ よ り の 3 ビ ッ ト を S N 7442 に 接続 し て 8 ケ
の x - ス イ ッ チ と し て い る 。 同 様 に Y ー ス イ ッ チ は
4 ケ で あ る が 、 l 本 の 回 線 に 対 し て 2 ケ 用 い る の で
計 8 ケ の Y ー ス イ ッ チ を 用 意 し て あ り 、 回 路 は 図 -
5 に 示す よ う に な る 。

2 ケ の Y ー ス イ ッ チ の 出 力 は ダ イ オ ー ド を 通 じ 、
ド ラ ム ヘ ッ ド に 接続 さ れ 、 こ のヘ ッ ド の捲線の 中 心
タ ッ プ は X ー ス イ ッ チ の 出 力 に 接続 き れ 、 x ， y 
ス イ ッ チ の信号に よ り ヘ ッ ド を 選択す る と 同 時 に 、

一致

I NA 

DR 

OTA l 

RR 

掴 - 7 制御回路

ヘ ッ ド に 流れ る 電流の 方 向即 ち l か O か を 記憶す る 。
図 - 5 の上部は 書 き 込み 回 路 を 示 し 、 Y ー ス イ ッ

チ に よ り 選択 さ れ た ヘ ッ ド へ書 き 込む。
磁気 ド ラ ム ヘ ッ ド へ 流す電流は 600 m A 程度 ?を あ

る 。 図 - 5 の右側 の読み 出 し 回 路の P ， Q 線 は 図 -
6 の左lfttl の読み 出 し 回 路 P ， Q に 接続 さ れ る も の で、
図 6 に は 読 み 出 し 回 路 を 示 し て い る 。 O T A / G 、
I N A / G 、 S t robe 、 Shi ft な ど の タ イ ミ ン グ は 図

7 お よ び図 - 8 を 参照す れば分 る と 思 う 。

I NA/G 

I NA/G 

C LO C K  

C L O C K  

STROBE 

S H I FT 

図 8 タ イ ミ ン グ作成 田路

9 . 制御回路

図 - 1 の ブ ロ ッ ク 図 中 に 示 さ れ た C P U へ の信号
の制御 回 路 は 図 一 7 の よ う に な る 。 D R ラ イ ン ， R 
R ラ イ ン よ り の 出 力 お よ び図 一 5 ， 図 6 で示 し で
あ る O T A 1 / S E T ， O T A O / S E T ， I N A 
/ G ， O T A 1 / G な ど の論理関係が示 さ れ て い る 。
ま た 図 - 6 に 示 し た Read 回 路 の S trobe 、 shi f t パlレ
ス は 図 - 8 に 示す タ イ ミ ン グ作成 回 路 よ り 作成 さ れ
た も の で あ る 。

1 0 . 書 き 込み、 読み取 り の タ イ ミ ン グ

読 み 取 り 増 巾 器では 50 m V の電圧 を ヘ ッ ド よ り 受
取 り 、 差動増 巾 器 で 5 V ま で増 巾 し て い る 。 ス イ ッ
チ 回 路 に ば ら つ き あ る た め に 直流分 の変動が初期 に
は 生 じ た が、 適 当 な コ ン デ ン サ ー を 通す こ と に よ っ
て 簡単 に 除去す る こ と が 出 来 た 。

今 M 番地へデー タ を 書 き 込み 、 N 番地 よ り デー タ
を 読み 取 る プ ロ グ ラ ム が あ っ た と す る 。 動作は 図 -
9 の よ う な タ イ ム チ ャ ー ト を 示す。 A c c に 表 れ た
M 番地 を O T A O でア ド レ ス バ ッ フ ァ に 入れ る 。 そ
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図-9 :1イムチャート

ののちA c cにデータをもって来て、 OTA1を実

行すると入力用シフトレジスターに並列に入る。

このとき丁度一致信号が出ていると、 途中から書

き込むこととなるので、 一致のゲートを切って次の

をまっている。 プログラムは次のINAの番地Nを

出力するところまで来ているが、 OTA1が終らな

いので、 終るまでまっている。

次の一致信号が来たときゲートが聞いているので

一致信号とANDを通りOTA1Gが出る。 17ビッ

静一一一DATA一一�
01000 ・・・-- a 1 0 1 

DATA � ___.__ru工
OTAl/G _j 側mA L __fìf一一一一 汀竹L

寸VOで"..��-�
書込電流

読出電圧

整形

STROBE 

INA/G 

DATA 

」刊し 一一一川町1
」山L一一.lWll_
_j � 
二lJL.....ー___JlJ

1 0 0 0 ・ーー・_ 0 1 0 1 

図一10 1語分的タイムチャート

トの出力を終えるとOTAOのN番地出力の命令を

受け取りバッファに入る。 次にINA命令がすぐ来

るが、 まだ出力用シフトレジスターにデータが入つ

てないのでまつ。 N番地を通って一致終了パルスが

来たらINAのレディFFをセットして転送可能な
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状態にする。

なお、 連続してデータを書き込むか、 読み出すと

きにはプログラムで番地のカウントを2ケづつあげ

て、 待時間を少なくするとよい。 ドラムの全体にデ

ータを書き込むのに70秒かかるが、 一つおきに入れ

ると全部書き込むために1秒ですむ。 図-10に書き

込みデータと読み取ったデータとの波形聞の関係を

図示した。

11. おわりに

書き込み回路と読み取り回路において相当の日数

を要したが、 信頼出来るデータを得ることが出来る

ようになった。 今後ミニコンビュターに直結して記

憶容量の不足を補うよう使用する予定である。
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